
平成 30年度 第２回運営委員会議事録  

 

■ 日  時  ： 平成 30年６月 26日（火） 14：00～16：00 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 伊丹、井上、川南（枚方市）、阪口、末岡、豊高、丸井、事務局(三橋)、 

■ 欠席者  ： 市山、阪本、宮村、 

■ 議  長  ： 伊丹   ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料  

・ 2018年度 温暖化対策事業推進チーム 第 1回ミーティング 

・ 平成 30年度 第 2回まちづくり部会議事録 

・ 平成 30年度 5月・6月自然エネルギー部会報告書・自然エネルギー学校チラシ 

・ 平成 30年度第 2回公共交通部会 議事録 

・ 「環境教育部会」6月定例会報告 ・くらわんか塾チラシ 

1．報告事項 

（１）事務局報告 

   6月 9日に総会が無事終了した。その際、会員拡大に関して発言された方が、先日新会

員を連れてきてくれた。4月以降の今年度新規入会は現在 4名となった。 

（２）部会・プロジェクトチーム報告                                   

①地球温暖化防止対策推進チーム報告 

  「ひらかたみんなでエコ宣言」が 6月の環境月間よりスタートし、12月の環境月間まで

行う。5万部配布予定、回収目標は 1割の 5千部である。 

＜質問・意見＞ 

  ・エコ宣言の④に「食べ残しをしない」という項目があるが、先日 PTAのイベントがあ

り食べ残しの多さやその感覚に驚いた。 

  ・バブルあたりから、「無理に食べなくてもいい」という文化ができた。現在は、企業

や学校では食品残渣の問題に取り組んでいるが一般家庭ではそうではない。 

  ・7月の環境ティールームでもその問題を取り上げる。ごみ減量推進事業の一環として

取り組んでいかなければならない。 

  ・食育のほうからももっと強く言っていかなければならない。 

 

②Ｓ－ＥＭＳプロジェクトチーム報告 

    現在、学校訪問に向けた調整と準備、および研修会の準備を行っている。 

 

③まちづくり部会 

 ・今回部会長が都合により欠席のため、運営委員長から 5 月に「氷室路・ほたに小径

ウォーキング」を開催したとの報告があった。 

＜質問・意見＞ 

・ウォーキングの後、意見交換やひらかたのまちづくりについての話をする時間を設け

た方がいいという話になっていたが、今回も実施されていない。次回はぜひ実施して

ほしい。そうでなければ、本来の主旨である“ひらかたのまちづくり“へ進んでいか



ない。まちづくり部会発足当時もウォーキングを行っていた。しかし、回を重ねもう

コースがなくなると頓挫した。同じことの繰り返しになる。 

・ひらかたの『ここ』を保全したい・活性化したいというはっきりしたものがなければ

NPOで取り組むのは難しい。 

・ウォーキングはとても人気のあるイベントなので、新規会員獲得のきっかけの場とな

りうるのではないか。 

     ⇒ あまり堅苦しく考えないで、当面は現在の状況のままでいいのではないか。 

 

④公共交通部会報告 

・今年度は、「おすすめコースコンテスト」を開催する。（チラシ参照） 

＜質問・意見＞ 

・コースは枚方市周辺も含めていいのか？ 

  ⇒枚方市内限定です。 

・バスは、ウェブで行先検索した時に表示されないことがある。 

・大きな荷物を載せにくい。 

 

⑤自然エネルギー部会 

今年も自然エネルギー学校を開催する（チラシ参照）今年度の新企画としては、9

月の映画上映と 10月の大阪ガスハグミュージアム見学がある。 

9 月に上映する映画は「おだやか革命」という自然エネルギーによる地域再生のド

キュメンタリー映画である。現在ロードショウ中で先日朝日新聞にも紹介された。 

 上映費用がかかるので、100 名は来ていただきたい。料金は 800 円、会員 400 円であ

る。自然エネルギー学校の一部ということで、多くの人に見ていただきたいという思

いから低料金での上映としている。宣伝等ご協力お願いしたい。 

  また、前年に引き続き、こもれび水路でのピコ水力発電を行う。 

＜質問・意見＞ 

 ・映画のチケットはどうするか。 

 ・予約申し込みだけではだめか。 

 ・チケットを作って、事前に販売した方がいい 

 ・映画は大人向けか？子供対象のイベントは 8月のみか。 

  ⇒ 映画は大人向けである。チケットは早急に作成し事前販売する。   

 

  ⑥環境教育部会 

     今年度は、4月に校長会で出前授業の紹介をさせてもらい、その後 9 校に PR訪問した。

その成果があり、多くのオファーがきている。5月 18日から出前授業がスタートし、す

でに 9回行った。8月以降もすでに 12回予定が入っている。 

      また、今週末よりくらわんか塾が開校する。この応募者が毎年少ないのが課題である。 

＜質問・意見＞ 

     ・くらわんか塾の対象者はどういった層だろうか。 

     ・やはり、定年退職された６０代だろう。 

     ・それであれば、ハローワークにチラシを置いてもらうのはどうか。ハローワークは、



退職後に失業保険等のために訪れる人も多い。 

     ・手伝いはしてくれても会員になってくれる人は少ない。何がハードルとなっているの

だろうか。 

     ・継続して行うことにハードルを感じるのではないか。 

     ・責任をもって活動することに大変さを感じるのではないか。 

     ・その人にとって居心地のいい居場所となれば続けられるのではないか。 

     ・企業の人事に発信していくといいのではないか。 

     ⇒ 情報をより幅広く多くの人たちに対して発信する必要がある。そのためには様々な

機会、ツール、方法を検討し駆使していくことが望まれる 

 

２．協議事項 

  特になし 

 

＊＊次回運営委員会＊＊ 

日 時：2018年 7月 27日（金） 14：00～16：00  

場 所：サプリ村野 環境保全研修室  


